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海王星を見る人の7Cめに
　此の頃は，、海王星が獅乎座にあって，此の星座の首星レグルス（Regulus）
の迷近傍を往復してみるから，微光の海王星を容易に見るこεが出來る．
去る10月27日には海王星が，順行の途中，レグレス星の北方僅々1／24”ミ
いふ所を，西から東に通り過ぎナこが，更に來る1928年1月9日には，海王星
が同じvグルス星の北方3’50”の所を，逆行の途上，東から西へ過ぎ行く．
だから，肉眼でも見へるかの輝かしいレグルス星をたよりεし，其れに望
遽鏡をむけ，それからこNにある星圖ε見くらべながら捜すε，海王星は
1928年一月中ぐらゐは極めて見付け易い．1月1日には午後9時頃，月末な
らば7時頃，このあナこりの天室は東の地李線から昇って來るから，時刻の
方も好都合である．只，寒い季節なので一般の入々には一寸御氣の毒であ
るが，珍らしいものを見るのだから，少しは御しんぼうあれ！　1928年の
8月19日には又々海王星が順行して，vグルスの北方7ノほさの所を通過す
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14 海王星た見る人のナこめに
るが，其の頃は太陽が濡れに近いナこめ，観望は殆んさ不可能である．
　海王星は我が太陽系統中の最遠距離の遊星であって，一月の頃は，我か
地球からの距離kl14500000000キロ（1115000000塁），光線でさへも削れには
4時聞ミ10分を費す距離である．實艦は吾が地球の直径の4倍もある星で
あるけれ♂，遠距離のナこめ，視直径は僅か2．”5にしか見えない．
　光輝は7等級牟であって，肉眼には帯封に見えない．それで近世に至る
まで此の海王星は誰にも知られなかったものである．しかるに，今を去る
81年前，フランスの天文學者ル〈「リエ（Leverrier）が，天王星の蓮行の不規
則な事から考へて，或る未知星の存在を假想し，純梓な数學論理によって
其の位置を推定し，ベルリン天文壼のガレ（Galle）が此の推定値を使用し
て，果して此の星を嚢算したものである．L藪肖者が見つけた星忙して，
海王星の名は天文秘史に香しい．
　海王星は，勿論，太陽の引力によって，殆んさ圓形に近い楕圓軌道を書
いてみる遊星であって，其の一年は我が地球の164年に至る．故に此の海
王星は，人類に嚢見されてから，未だ其の軌道の牟周をも巡ってみないわ
けである．
　海王星には衛星が一つだけ知られてみる．1846年10月に英國のラッセル
（W．：Lasse11）が岩見しナこものであって，光輝は13等級牟，軌道の傾斜が大
きくて，殆んさ逆まわりに近い．此の衛星の直径は3600キロであって，殆
んさ我が月ミ同じである．海王星の周園をめぐるのに凡そ5日21時間を費
してみる．
　　　　　　　グリニツチ標準時を毎日二回放途
【ロンドン十＝月十七置旧聯合】イギ可ス・ラグビ1無線電信局内郵便局より毎
日二年余ij’　）」ニチ標準時間為世界各國［：向って放胆する詑になった，帥ち午前
十時・午後六時の二回で，各五分前より信順な開始し午前正十me　S午後正六時
に至って単蹄た終るもので，その放迭に用ひる波長に18740メ1トルである・開
始の上に三者，測量家，航海中の各献舶ge｛：取って特に有盆であらう・
【備考】グリニPチ標準時間午前十暗に口本時間午後七蒔，同午後六時ば翌日午
’前三時である，
